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までの活動内容、コロナՒに͓͚るത物ࡏݱ

館のଘࡏ意義΍ࢼみに関͢る報告がなされた。

ത物館が̍ຕの設立ೝ可ূからスλーτした

ことから、ࢿྉऩू΍学ੜのത物館実शの場

としての実ફతな教ҭ活動、教ҭ΍研究੒Ռ

の公開、そして஍Ҭࣾ会との࿈ܞのਪਐなͲ

が、۩ମྫとともに紹介された。これら積ۃ

తな活動により、�01�年౓にはདྷ館者૯਺が

10ສਓを௒えた໼ઌ、�0�0年 1݄Ҏ߱から

本֨化した感染症の֦大によってདྷ館者਺が

લ年౓の൒෼ҎԼとなり、ैདྷのよ͏な活動

を行な͏ことが೉しくなる。こ͏した感染症ྲྀ

行Լでは、ത物館のར༻者૚である「市ຽɾ

　�0��年 �݄10日、帝京大学ീԦ子キャン

パスで開催された東日本部会ୈ1��ճ研究会

について、؆୯なϨϙーτをࢼみたい。౰日

のプロάラムは、ҎԼの௨りである。

　講演ᶃ　�堀越峰之「コロナՒで大学ത物館

はࣾ会に対してԿをՌたせるか」

　講演ᶄ　ాߕ�ಞ࿠「帝京大学に͓͚る大学

史ࢿྉの活༻と公開」

　見学会　ا�ը展「帝京大学創基 �0年記念

－帝京ことは͡め－ SI/$E1��1�　

帝京঎ۀ学校の物ޠ」

　まず講演ᶃでは、帝京大学૯合ത物館の開

館（�015年 �݄）にいたるまでの४උաఔ΍、

୓৩ΞʔΧΠϒζࣨۀࣄ　ฏ࡚　ਅӈ

東日本部会第127回研究会に参加して
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ɾฏ࡚　ਅӈʮ東日本部会ୈ127ճ研究会にࢀՃしͯʯ

ɾਤࢠ·΄Ζʮ記೦ߨԋʰগࢠ化࣌代に͚ͯ޲大学ڭҭはͲ͏͋る΂͖͔ʱΛฉいͯʯ

ɾ൧ଜ　ඦܙʮୈ128ճ研究会にࢀՃしͯʯ

ɾ全国大学史資料協議会東日本部会2022೥౓૯会議ࣄ࿥

ɾ全国大学史資料協議会東日本部会ࣄװ会議ࣄ࿥

ɾ全国大学史資料協議会東日本部会研究会記࿥

�0��年�݄10日（໦）ୈ1��ճ東日本部会研究会（ԙ：帝京大学૯合ത物館ʗオンライン）
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学ੜɾ教һ」に対し、市ຽには8E#΍ S/S

を༻いた৘報ൃ৴を、学ੜにはത物館実शの

ड͚ೖれとともに、学ੜࣗ਎によるϑリーマ

Ψジン（h ミコλマ ）ɦൃ行のαϙーτを、教

һにはԕִ༻教ࡐの開ൃࢧԉをと、֤૚に޲

͚た活動をࢼみたとい͏。最後には、大学史

の意義を;りฦるなかで、今後のത物館は「コ

ミュχケーγϣンの場」としてのମ験をオン

ラインでもఏڙしていくこと΍、「コロナՒ」

のࡏݱを記࿥していく展望なͲがࣔされた。

　つづいて講演ᶄでは、帝京大学に͓͚る大

学史ࢿྉのऩूと活༻に関͢るઆ໌と、ത物

館で開催されるاը展のͶらい΍औり૊みに

ついての報告がなされた。これまでのاը展

の概要΍、学内に͓͚るࢿྉऩूの実際とそ

れにともな͏ෳ਺のキャンパスの形੒史、ا

ը展開催のͶらい΍展ࣔ४උに関͢る内ນな

Ͳが۩ମతに紹介された。

　最後は、اը展「帝京大学創基 �0年記念

－帝京大学ことは͡め－SI/$E1��1�帝京঎ۀ

学校の物ޠ」について、ాߕ学ܳһによるৄ

ը展ا。なղઆとともに見学会を行なったࡉ

の۩ମత内容は展ࣔ会開設パンϑϨッτにৡ

るが、ච者としては、展ࣔスϖースの޿さ΍

のॆ実ͿりなͲに໨を見ுる͹かりでثॄ

あった。

　見学会後の࣭ٙでは、（�0�0年౓の）དྷ場

者਺1ສਓの内༁、اը展のλイτルに見え

る「大学創基」の「創基」とい͏ݴ༿を༻い

たཧ༝、ീԦ子のത物館で஍ํキャンパスの

࿩を͢るとͲのよ͏な൓ԠがあるのかなͲに

ついて、それͧれにԠ౴がなされた。

　౰日のਐ行は͓よそҎ্であるが、࣍にڵ

ຯをऒかれたॾ఺についてまとめてみたい。

　まず、帝京大学ではത物館開設にいたるま

で、年史編纂͹かりでなく同૭会૊৫のྨも

ଘࡏしなかったことを今ճは͡めて知り、ڻ

いた。ࣗ校に関͢る（設立ೝ可ূҎ֎の）ࢿ

ྉऩूを࢝めることからスλーτし、ത物館

を開設͢るまでには೗Կ΄Ͳのۤ࿑΍ドラマ

があったのか、͙͢には૝૾もつかない。こ

れまでのาみのなかで、周年ۀࣄを͖っか͚

として教һؒとの࿈ܞもはかͲり、ത物館が

ࣗ校に関࿈͢るࢿྉऩूをしているとのೝ知

が学内にਁಁしていくことで、ଞ部ॺからの

ଃ΍協ྗも૿えていったとのくͩりにدྉࢿ

は、૲創ظならではの面നさが֞ؒ見えるよ

͏である。ここからは、ಠ立した部ॺのܧଓ

తかつ積ۃతな活動のॏ要さを἞みऔること

がで͖た。

　また、ീԦ子キャンパスの立஍についても

～ຯਂいものを感͡た。キャンパス内の̓ڵ

ׂ̔΄Ͳの面積がҨ੻の্にݐてられて͓り、

ൃ۷ௐࠪでग़౔した౔ثそのଞのग़౔物をར

༻したاը展ࣔ΍、஍Ҭのྺ史を஍Ҭのਓ々

に఻えるためのମ験型ϫーΫγϣップの開催

なͲは、学内֎に͚޲た教ҭɾ文化ݯࢿとし

ての活༻とい͏఺でもඇ常に༗༻であΖ͏。

今ճの研究会後にগし͚ͩキャンパス周ลを
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าいてみたが、ݹい記Աのࠟ੻がͲこかにな

いͩΖ͏かと考えながらのࡦࢄは、またͻと

ຯͪがった面നຯを༩えてくれた。

ྉࢿる展ࣔ͢܎ը展見学では、ฐ学も関ا　

として「ห࿦൝�拓殖大学主催શ関東中౳学校

ห࿦大会ٴͼ東京ߴ౳޻学校主催શ国中౳学

校༤ห大会�ೖ৆記念」（1��6年）のࣸਅがあ

り、ڵຯをऒかれた。ฐࣨۀࣄは、今年౓5

݄より新設された૊৫ͩが、چ編纂ࣨのۀ務

をҾ͖͗ܧながら、さらに関࿈史ࢿྉのௐࠪɾ

ऩूをਐめていくつもりである。その͏えで

は、ैདྷのよ͏にࣗ校に関͢るࢿྉऩूはも

ͪΖΜのこと、ଞ学がଂ͢るࣗ校に関࿈͢る

৘報も、可ೳなൣғで೺Ѳしていくඞ要ੑが

でてくるかもしれない。それらの৘報ڞ༗を

ਐめることがで͖れ͹、研究ɾ教ҭ活動にとっ

てさらなるศٓをਤることもで͖るのではな

いͩΖ͏か。このछのγスςム（ྫえ͹ԣஅ

、ஙとར༻についてはߏのよ͏なもの）のࡧݕ

աڈの研究会に͓いても、大学史ࢿྉのڞ同

ར༻（東日本部会ୈ��ճ研究会、�016年）΍、

ஙと公開（東日本部会ୈ10�ճߏྉ໨࿥のࢿ

研究会、�01�年）をめ͙るςーマとしてဲ্

にのせられたとပฉしているが、それらがあ

るのとないのとでは、ௐࠪɾ研究のありかた

に大͖なҧいもੜ͡るとࢥわれる。今後は、

σジλルɾώューマχςΟーζとの࿈ܞもਐ

展していくはずである（東日本部会ୈ1��ճ

研究会、�0�1年）。

　৘報ڞ༗の場をߏங͢ることは容қなもの

ではないが、Ծにそのํ޲にาをਐめるにせ

よ、まずはࣗ校の所ଂ͢る史ࢿྉの੔ཧと公

開（今後はとくにσジλル্での公開）がલ

ఏとなる。拓殖アーΧイブζࣨۀࣄに͓いて

も、なる΂く近いকདྷには所ଂ史ࢿྉの֎部

公開が実ݱで͖るよ͏౒めているさなかであ

ることを、最後に෇記して͓͖たい。

ԟࠨԟしていたが、ここでは記念講演の概要と

感૝をड़΂てい͖たい。�

　ઐम大学૯長ɾ

日∁義ത氏を͓ট

͖した記念講演は、

「গ子化࣌୅に͚޲

て大学教ҭはͲ͏あ

る΂͖か」と題して

行われた。

　�0��年 6݄�日（໦）、ઐम大学ਆాキャ

ンパス10߸館にてશ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日

本部会�0��年౓૯会ٴͼ記念講演が、対面

とオンラインによるハイブリッド形式で開催さ

れた。また、記念講演後には対面参加者を対

৅とした༗ࢤ見学会が行われた。

ྉ協ٞ会東日本部会૯ࢿは、શ国大学史ࢲ　

会ɾ記念講演にはॳ参加であり、ઐम大学に

もॳめて଍をӡΜͩ。౰日はॳめてਚくしでӈ

日本大学اը޿ใ部޿ใ՝　ਤࢠ·΄Ζ

記念講演「少子化時代に向けて大学教育はどうあるべきか」を聞いて

�0��年6݄�日（໦）東日本部会�0��年౓૯会（ԙ：ઐम大学ਆాキャンパスʗオンライン）



− 5−

大学アーΧイϰζ　ᶺ6�

　日∁氏はઐम大学教授、法学部長、ཧࣄ長

౳を経て૯長を務められて͓り、ܐ法をઐ໳と

されている。学問をमめる立場、そして大学を

ӡӦ͢る立場、Ͳͪらの経験ɾ実੷も͓ͪ࣋で

ある日∁氏による、وॏな͓࿩をฉくことがग़

དྷた。

　講演はҎԼの௨りਐめられた。

　　1ɽは͡めに

　　�ɽࣾ会ঢ়گのม化と大学の໾ׂ

　　�ɽ大学の໋࢖はԿか

　　4ɽ�গ子化࣌୅に͚޲ての大学ֵ新にٻめ

られるもの

　1ɽでは、演題のझࢫを「大学のະདྷを見ਾ

えた大学史ࢿྉの࠾りํもඞ要か」として、大

学教ҭٴͼそれらをऔりרくڥ؀が大͖くม化

していく中で、大学史はͲ͏対Ԡしていくか౳

の問題ఏىがなされた。また、大学をऔりרく

のม化としてද題にあるগ子化͚ͩでなڥ؀

く、東日本大਒ࡂ΍新型コロナ感染症のྲྀ行

なͲもྫに͛ڍ、大学のଘଓに͚޲ての長ظ

తなϏジϣンをߏங͢る೉しさについてٴݴし

た。

　�ɽでは、ࣾ会ঢ়گと大学の໾ׂが໌ظ࣏か

らݱ୅にか͚てͲのよ͏にม化して͖たかを֬

ೝした。そして、ࡏݱは「ੜ͖残りをか͚た大

学վֵの࣌୅」であり、今後大学ଘଓに͚޲

てのઓུを立てる際、ݪ఺である大学創立࣌

の໋࢖΍ݐ学のਫ਼ਆがこれからの大学のミッ

γϣンにܨがらな͚れ͹ならないとड़΂た。

　�ɽでは、大学は学問ൈ͖には考えられない

として、まず、学問とはそもそもԿであるか੔

ཧした。࣍に、ࡏݱの大学にٻめられているの

は、ࣾ会と઀఺をͪ࣋ながら学問を௥究͢る開

かれた場であること΍、学問の௥究とਓのੜ͖

（ํ৬ྙۀཧのҭ੒΍ਓ֨形੒౳）を෼཭せず、

ࣾ会との関わりの中でそれらを同࣌にਪしਐめ

ていくことであるとड़΂た。また、大学の໋࢖

はࣾ会΍教һ、学ੜの૬ޓతな関わり合いの

中で学問を௥究ग़དྷるڥ؀を࡞ること、そして、

そのよ͏なڥ؀の実ݱを可ೳに͢るࡒ政基൫

を֬อ͢ることであるともड़΂た。

　最後に4ɽでは、গ子化࣌୅に͚޲て大学վ

ֵにٻめられるものと題して、本講演を૯ׅし

た。গ子化࣌୅に͚޲ての大学վֵの෼岐఺

は、গ子化に׬શ移行͢る�040 年であり、

�0�0年までのؒにそれҎ߱にも଱えಘる大学

教ҭの中਎と設උ͓よͼࡒ政基൫を੔えるඞ

要があると࿩した。また、֤大学の設立のഎܠ

΍ݐ学のਫ਼ਆはҟなるが、ڞ௨してݴえること

として、ᶃ大学ਓの義務と੹೚͓よͼ৬ྙۀ

ཧがඞ要であること、ᶄ多様なਓࡐをҭ੒͢る

場であるとい͏֮ࣗとਓؒੑのᔻཆをࣦ念しな

いこと、ᶅݐ学のਫ਼ਆに基づく教ҭɾ研究を؏

ప͢ることのࡾつを͛ڍた。そして、今後は教

学と法ਓがҰମとなり、ݐ学のਫ਼ਆに基づいた

ӡӦをਐめていくことが最もॏ要であるとड़

΂、本講演は締めׅられた。

務にあたるよۀは今年の݄̐から大学史のࢲ　

͏になったためະͩ日はઙいが、大学史の活動

΍ۀ務が大学のํ਑を考える際のҰॿになる

と感͡るػ会は多々ある。本講演はよりҰ૚そ

のͪ࣋ؾをڧくさせる内容であった。ಛに、౓々

࿩にڍがったݐ学のਫ਼ਆに関して、大学史が

学のݐ、༩で͖る部෼は大͖いͩΖ͏。またد

ਫ਼ਆはࣾ会ঢ়گ΍大学の໾ׂのม化とともに

දݱもม化している。しかし、その主意はมわ
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らない。ม化がܹしくઌのಡめない࣌୅に͓͚

るࢦ਑のҰつとして、ま͢ま͢そのॏ要ੑは૿

͢はずである。大学史に͓いては、年史編纂

΍ௐࠪɾࢿྉのऩूɾ੔ཧといった日ࠒの活

動の஝積によって、ݐ学のਫ਼ਆとそのมભが

໌らかになっていく。ैって、日々の活動に加

えてその੒ՌをͲ͏周知͢るか、Ͳ͏อଘし後

ੈに఻えるかとい͏఺がॏ要な課題のҰつにな

るとࢥった。

　最後にҹ৅ਂかったことをҰつ͛ڍると、日

∁氏が本講演は౴えをࣔ͢ものではなくその

͖っか͚として「গ子化࣌୅に͚޲て大学教ҭ

はͲ͏ある΂͖か」、「大学のະདྷを見ਾえた大

学史ࢿྉの࠾りํもඞ要か」֤ࣗにも考えて΄

しいとड़΂られていたことである。講演の題໊

とझࢫの຤ඌをٙ問形にした所Ҏでもあるとい

͏。本講演をฉ͖、౴えはग़なくとも考えଓ͚

ることそれࣗମが大ͩࣄとվめて感͡た。

　Ҏ্が、本講演をฉいてのࢲの感૝である。

今ճಘたことをڳに、今後も考えଓ͚ながら大

学史のۀ務にྭΜでい͖たいと͏ࢥ。最後にな

るが、このよ͏な講演をഈௌ͢るػ会をいたͩ

͖、ઐम大学のօ様、اըɾӡӦいたͩいた

օ様に৺よりྱޚਃし্͛る。

と今後の課題について、実ྫをあ͛ながらৄし

くઆ໌していたͩいた。

　拓殖大学に͓͚る100年史編纂ۀࣄのମ੍

について、ಛ௃తとࢥわれたのは、同大学の国

　�0��年�݄�1日（໦）、法政大学市ケ谷キャ

ンパスにて、ୈ1��ճશ国大学史ࢿྉ協ٞ会

東日本部会研究会が開催された。今ճの研究

会では、拓殖大学アーΧイブζࣨۀࣄの長谷

部茂氏による「拓殖大学百年史編纂のあゆみ　

－ロードマップはあったのかʁ」と題した講演

が行われ、創立百年史編纂ࣨの設ஔから拓殖

アーΧイブζࣨۀࣄが設ஔされるまでの経Ң

΍、創立百年史編纂ࣨの੒Ռ、100年史編纂

。のロードマップ౳についての࿩があったۀࣄ

講演の最後には、ロードマップ্の迷走とۀ࡞

ผࣦഊ൓লҊ݅΍、積み残しҊ݅ݸఔ্の޻

東༸大学Ҫ্ԁྃ記೦ത෺館　൧ଜ　ඦܙ

第128回研究会に参加して

�0��年�݄�1日（໦）ୈ1��ճ東日本部会研究会（ԙ：法政大学市ケ谷キャンパスʗオンライン）
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際日本文化研究所の෇ଐػ関である近ݱ୅研

究ηンλーのϝンόーが、創立百年史編纂ࣨ

のスλッϑを兼Ͷていたことである。͢ なわͪ、

同大学では、年史編纂を研究所のۀࣄにҐஔ

づ͚、研究活動のҰ؀として100年史編纂を

ਪਐしていったのである。このよ͏に、学内の

研究所ɾ研究者が中৺となってۀࣄを୲͏こと

で、ண実なࢿྉௐࠪと研究੒Ռに基づいた年

史編纂が行えるମ੍としたことは、ඇ常にॏ要

であると感͡た。

　今ճの講演の中で、ಛにҹ৅に残った内容

は、最後にऔり্͛ていた100年史編纂ۀࣄ

に͓͚るࣦഊ΍൓লなͲの実ྫに基づくઆ໌

であった。その中でも、「໨ߏ࣍੒は、͢でに

ೖखࡁのࢿྉをもとにແཧなく࡞੒し、ॏ要ࢿ

ྉのऩूにਂೖりしないこと」΍、「ۀ者બఆは、

৻ॏが্にも৻ॏに」とい͏࿩は、今後、年史

編纂を行っていく͏えで、؊に໏͡て͓͖たい

内容であると感͡た。ݶられたؒ࣌の中で、最

後の最後まで۩ମతかつৄࡉなઆ໌をしてい

たͩいたが、実際に年史編纂にܞわったからこ

そ࿩せる内容であり、೤のこもったඇ常にوॏ

な͓࿩であった。この೤ྔと೤意が、年史編纂

のҰ൪のਪਐྗとなるものであΖ͏。ぜͻ、今

後の参考にしたいとࢥった。

　講演会ऴྃ後は、HOSEIミュージアムの見

学会が行われ、大学史展ࣔとࡏݱ開催中の法

政大学沖縄文化研究所 50 周年記念 HOSEI

ミュージアムاը展「沖縄を知り、考え、つな

がる」を見学した。

　大学史展ࣔは、σジλルαイωージをಋೖ

し、実物ࢿྉとともにσジλルコンςンπをऔ

りೖれた展ࣔとなっていた。4୆ฒΜͩ大ը面

のσジλルαイωージはとてもഭྗがあり、コ

ンςンπもとてもॆ実したものであった。今後、

౰館に͓いてσジλルコンςンπをऔりೖれた

展ࣔをݕ౼していく͏えで、ඇ常に参考にした

い展ࣔであった。

、ը展は、展ࣔ会場が̏ϲ所に෼かれて͓りا　

法政大学沖縄文化研究所の大ཬ知子氏のҊ内

のもと、それͧれの展ࣔ内容についてղઆして

いた͖ͩながら見てճった。

　場所の཭れた̏ϲ所の会場で、それͧれ展

がҟなる中、いかに多くの学ੜに展ࣔをڥ؀ࣔ

見てもらえるかなͲを考えながら、様々な޻෉

をڽらして展ࣔを行っていたのがҹ৅తであっ

た。同館では、今ճの沖縄文化研究所とのا

ըもؚめ、これまでも様々なςーマで学内の研

究ػ関と࿈ܞした展ࣔを行っている。大学ത

物館としては、学内の研究者ɾ研究ػ関との࿈

なことであり、あらためて、大ࣄはඇ常に大ܞ

学に͓͚る多様な研究੒Ռを公開͢る場とし

ての大学ത物館のࡏりํと可ೳੑについて考

えるྑいػ会となった。
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日　�0　࣌�� 年 6݄ �日（໦）

　　　　14：00～ 14：50

会　場　�ઐम大学ਆాキャンパス 10 ߸館

16֊�૬അӬӁ記念ϗール

　　　˞対面と;PPNによるハイブリッド開催

〔部会૯会の੒立〕

　今ճの૯会は、్中௨৴にෆ۩合をੜ͡た

ため、オンライン参加者にվめてٞࣄについ

てのճ౴をٻめた。

　ܽ੮ಧ　�4

　対面ग़੮ɾػ関会һ　16

　対面ग़੮ɾݸਓ会һ　5

　オンラインճ౴਺　��

　Ҏ্ 1～ 4の૯ܭ 6�（૯会һ਺ 104）

ˎ૯会ఆ଍਺は૯会һ਺ 104 のա൒਺。

ˎ�部会ن໿ୈ 11৚ୈ 5߲に基づ͖、ܽ੮ಧ

をҕ೚ঢ়と͢るため、ग़੮会һ਺の૯ܭは

6�となり、部会૯会は੒立した。

〔഑෇ࢿྉ〕

1ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0��

年౓૯会࣍ୈ

�ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0��

年౓૯会　参加者Ұཡ

�ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0�1

年౓ۀࣄ報告ॻ

4ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0�1

年౓ऩࢉܾࢧॻ

5ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0��

年౓ܭۀࣄըॻ（Ҋ）

6ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0��

年౓ऩࢧ༧ࢉॻ（Ҋ）

�ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0��

～ �0�� 年౓໾һҊ

�ɽ�શ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会会һ໊

฽（�0�� 年 5݄຤日ࡏݱ）

開会の挨拶　੉ޱށ　ཾҰ氏（ઐम大学）

ٞ長ɾ෭ٞ長のબग़

ٞ長　ా中　ஐ子氏（ૣҴా大学）

෭ٞ長　ླ໦　௚थ氏（中ԝ大学）

ࣄٞ

1　��0�1年౓ۀࣄ報告ɾ同ܾࢉ報告について

ྉ「શ国ࢿから、഑෇（日本大学）ہ務ࣄ　

大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0�1年౓ࣄ

報告ॻ」に基づいて報告があり、ついで会ۀ

ྉ「શ国大学ࢿҕһ（東ւ大学）から഑෇ܭ

史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0�1年౓ऩܾࢧ

。ॻ」に基づいて報告があり、これをঝೝしたࢉ

�　�0�1 年౓؂ࠪ報告について

　؂ࠪҕһ（帝京大学）からܾࢉがదਖ਼であっ

たࢫの؂ࠪ報告があり、報告についてこれを

ঝೝした。

全国大学史資料協議会東日本部会
2022年度部会総会議事録
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�　��0��年౓ܭۀࣄըҊɾ同༧ࢉҊについて

ྉ「શ国ࢿから、഑෇（日本大学）ہ務ࣄ　

大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0�� 年౓ࣄ

ըॻ（Ҋ）」に基づ͖આ໌があり、ついܭۀ

で会ܭҕһ（東ւ大学）から഑෇ࢿྉ「શ国

大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会　�0�� 年౓ऩ

がઆࢉॻ（Ҋ）」に基づいて本年౓༧ࢉ༧ࢧ

໌され、ܭۀࣄըɾ༧ࢉҊともこれをঝೝし

た。

4　�0�� 年౓東日本部会໾һについて

　�0�� 年౓ࣄ務ہ（໌࣏大学）から、഑෇

ྉ協ٞ会東日本部会ࢿྉ「શ国大学史ࢿ

�0�� ～ �0���年౓�໾һҊ」に基づ͖આ໌が

あり、これをঝೝした。

ด会の挨拶　๛ా　խ޾氏（立教学院）

記念講演（15：05～ 16：�5）

会場校挨拶　দ໦　݈Ұ氏（ઐम大学ཧࣄ長）

記念講演　日∁　義ത氏（ઐम大学૯長）

　　演題�「গ子化࣌୅に͚޲て大学教ҭはͲ

͏ある΂͖か」

༗ࢤ見学会　10߸館ٴͼਆాキャンパス

〔概要〕

　�0�� 年౓東日本部会૯会に͓いて、日∁

義തઐम大学૯長による「গ子化࣌୅に͚޲

て大学教ҭはͲ͏ある΂͖か」と題した記念

講演が行われた。大学をとりまくڥ؀は大͖

くม化して͖た。ಛに গ問題ݮのޱਓࡀ�1

΍গ子化ࣾ会に対Ԡした大学のありํが問わ

れるよ͏になったのは �0年୅にೖったࠒか

らである。�000 年୅には東日本大਒ࡂなͲ

の֐ࡂ΍新型コロナ感染症֦大なͲによっ

て、大学をऔりרくڥ؀は大͖くม容した。

関ɾ大ػ౳教ҭߴからは͡まる日本のظ࣏໌

学のྺ史は、法੍౓の੔උとともにาみを͢

͢めて͖た。ظ੍چには͏まくػೳしていた

その大学੍౓も、新੍大学となってҎ߱はࡨ

૰して͖ているのではないか。ಛに大学શೖ

となった �0�0 年にࢸって、վめて֤大学は

ੜ͖残りをか͚、ݫしい౷ഇ合΍教৬һ਺の

దਖ਼化なͲのվֵがඞ要とされている。ࢲ学

に͓いてはಛに、ݐ学のਫ਼ਆに基づくվֵが

められる。大学には、ྺ史తにいくつものٻ

が課せられて͖た。中ੈϤーロッパの大໋࢖

学のݪ型とൺして、日本の大学のありํをվ

めて見௚͢こともඞ要ͩ。今後、日本のগ子

化ࣾ会に͓いて、֤大学が΍る΂͖վֵは大

͖く � つఔ౓にू໿されるのではないか。

学のਫ਼ਆにݐ、しٻ学としてのありํを௥ࢲ

基づく教ҭ研究を؏ప͢ること、そのための

を੔උ͢ること、大学教ҭは研究に基づڥ؀

くものであることがٻめられる。Ҏ্のझࢫ

の講演の後、࣭ٙԠ౴が活ൃに行われた。

（ઙপ܆ಸ）
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全国大学史資料協議会東日本部会
�0�1年౓ऩࢉܾࢧॻ

�0�1年4݄1日～�0��年�݄�1日
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2021年度貸借対照表
�0��年�݄�1日
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全国大学史資料協議会東日本部会
�0��年౓ऩࢧ༧ࢉॻ（Ҋ）
�0��年4݄1日～�0��年�݄�1日



− 13−

大学アーΧイϰζ　ᶺ6�

ୈ �04 ճશ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会

幹ࣄ会ٞࣄ࿥

日　�0　࣌�� 年 4݄ ��日（໦）

　　　　14：00～ 15：�0

場　所　;PPNによるオンライン開催

ग़　੮　ਆಸ川大学　國學院大學　॔ಙ大学

　　　　ઐम大学　大東文化大学　東ւ大学

　　　　日本大学　෢ଂ໺ඒज़大学

ມୡ࿠ݹ　大学　立教学院࣏໌　　　　

　　　　ᐻൽਸ਼थ

ٞ　題�

　��（̍）�0�� 年౓東日本部会૯会について

　　　ɾ�研究会୲౰（ઐम大学）より、౰日

のスケジュールҊと୲౰者の֬ೝが

あった。౰日はハイブリッド形式で

の研究会と͢ること、見学会は༗ࢤ

と͢るࢫのઆ໌があった。

　　　ɾࣄ�務ہ（日本大学）よりۀࣄ報告ɾ

校（東ւ大学）ܭըҊが、会ܭۀࣄ

よりܾࢉॻɾ༧ࢉॻҊについて報告

があり、ঝೝされた。

　��（̎）�0�� 年౓શ国研究会について

　　　ɾ�研究会୲౰（ਆಸ川大学）より、本

年౓の研究会はਆಸ川大学みなとみ

らいキャンパスを会場に 10݄ 5日

（ਫ）から �日（ۚ）にか͚て「஍

Ҭと大学」をςーマとして開催͢る

こと、͓よͼ౰日のスケジュールに

ついてઆ໌があった。

　　　ɾ�見学会については、ਆಸ川ݝ立公文

ॻ館で開催͢るํ޲でܭըしている

。આ໌があり、ঝೝされたࢫ

　　　ɾ�৘報ަ׵会（஡࿩会）については、

新型コロナウイルス感染症のྲྀ行ঢ়

ることと͢౼ݕによってվめてگ

なった。

　　　ɾ�参加අについては、今ճは௃ऩしな

いこととし、ࢿྉ࡞੒අ΍会場අ౳

のඞ要経අはӡӦඅで対Ԡ͢ること

となった。

　　　ɾ�શ国研究会での報告者を東日本部会

から �໊ग़͢ඞ要があるが、会長

校とࣄ務ہにҰ೚͢ることとなっ

た。

　��（̏）�0��年౓東日本部会研究会について

　　　ɾ��݄研究会について、୲౰校（大東

文化大学）よりઆ໌があり、6݄の幹

。会でվめて報告͢ることとなったࣄ

　　　ɾ�本年౓の東日本部会の年ؒςーマに

ついてݕ౼し、今年౓も「大学史ࢿ

ྉの活༻と公開」と͢ることがঝೝ

された。本ςーマでの研究会が 4

年໨にೖることから、࣍年౓は新た

な年ؒςーマを設ఆしてはͲ͏かと

の意見があった。

　��（̐）そのଞ

　　　ɾ�会報୲౰（大東文化大学）より、

66 ߸の刊行४උはॱௐにਐΜでい

るࢫが報告された。

全国大学史資料協議会東日本部会
幹事会議事録
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　　　ɾ��0�� 年౓໾һҊについて、લճ幹

会で今年౓ϗームϖージ୲౰校はࣄ

大学としていたが、日本大学へ࣏໌

ม͢ߋるࢫについてઆ໌がなされ、

ঝೝされた。

　　　ɾ�ϗームϖージのվमについて、୲౰

校（ਆಸ川大学）より、ۀࡏݱ者に

ґཔしてվमをਐめているࢫઆ໌が

あった。

　　　ɾࣄ�務ہより、ా ᔹਖ਼࿨氏、খদम氏、

ଜদݰଠ氏の �໊からݸਓ会һと

してೖ会のਃࠐみがあったことがઆ

໌され、ঝೝされた。

ୈ �05 ճશ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会

幹ࣄ会ٞࣄ࿥

日　�0　࣌�� 年 6݄ �日（໦）

　　　　1�：00～ 1�：�0

場　所　�ઐम大学ਆాキャンパス 10߸館૬

അӬӁ記念ϗール、;PPNซ༻

ग़　੮　ਆಸ川大学　國學院大學　॔ಙ大学

　　　　大東文化大学　帝京大学　東ւ大学

　　　　日本大学　෢ଂ໺ඒज़大学

大学　立教学院　ᐻൽਸ਼थ࣏໌　　　　

ٞ　題

　��（̍）�0�� 年౓東日本部会૯会について

　　　ɾࣄ�務ہ（日本大学）から部会૯会ス

ケジュールと୲౰者について報告が

あり、これを֬ೝした。

　��（̎）�0�� 年౓શ国研究会について

　　　ɾ�研究会୲౰（ਆಸ川大学）からશ国

研究会の४උঢ়گについて報告が

あった。

　　　ɾ�報告者については、立教学院（新会

長）、ઐम大学、໌ （ہ務ࣄ新）大学࣏

でௐ੔͢る。

　��（̏）��0��年౓東日本部会研究会について

　　　ɾ�研究会୲౰（大東文化大学）から४

උঢ়گについて報告があった。�݄

16 日に拓殖大学ɾ長谷部茂氏によ

る講演、会場である HOSEI ミュー

ジアムの見学を実施͢る。

　　　ɾࣄ�務ہ（日本大学）から �0�� 年౓

研究会୲౰について報告があり、こ

れを֬ೝした。

　��（̐）そのଞ

　　　ɾࣄ�務ہ（日本大学）から �0�� 年౓

アーτɾドキュϝンςーγϣン学会

年࣍大会への後ԉについて報告が

あった。

　　　ɾࣄ�務ہ（日本大学）からϗームϖー

ジվमの見積もりҊがఏࣔされ、こ

れをঝೝした。

ୈ �06 ճશ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会

幹ࣄ会ٞࣄ࿥

日　�0　࣌�� 年 �݄ �1日（໦）

　　　　1�：10～ 1�：40

場　所　�法政大学市ケ谷キャンパスɾ九段北

校舎 4֊会ٞࣨ、;PPNซ༻
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ग़　੮　ਆಸ川大学　國學院大學　॔ಙ大学

　　　　大東文化大学　帝京大学　東ւ大学

　　　　日本大学　෢ଂ໺ඒज़大学

ມୡ࿠ݹ　大学　立教学院࣏໌　　　　

ٞ　題

　��（̍）�0�� 年౓શ国研究会について

　　　ɾ�ਆಸ川大学から४උঢ়گについて報

告があった。

　��（̎）�0�1 年౓東日本部会૯会の૯ׅ

　　　ɾࣄ�務ہ（໌࣏大学）から報告があっ

た（会場参加者਺、オンライン参加

者਺なͲ）

　��（̏）今後の研究会ӡӦํ法なͲについて

　　　ɾ�౰日のオンラインのτラブルにඋえ

て、幹ࣄのܞଳి࿩をڞ༗͢るなͲ

してオンライン参加者との࿈བྷをऔ

れるよ͏に͢ることで、ෆଌのࣄଶ

にඋえることとした。

　��（̐）新ೖ会һ（Լؒ大ี氏）について

　　　ɾࣄ�務ہ（໌࣏大学）から報告があり、

これをঝೝした。

　��（̑）そのଞ

　　　ɾࣄ�務ہ（໌࣏大学）から෢ଂ໺ඒज़

大学、東洋大学、্ஐ大学の୲౰者

のมߋについて、͓ よͼୀ会会һ（Լ

ాଚٱ氏）について報告があった。

　　　ɾ࣍�ճ幹ࣄ会は �݄ �� 日（໦）に開

催͢る。会場ީิはਆಸ川大学みな

とみらいキャンパス。たͩし、コロ

ナ感染のঢ়گによってはオンライン

開催と͢る。

ୈ 1�� ճશ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会

研究会記࿥

日　�0　࣌�� 年 �݄ 10日（໦）

　　　　14：00～ 16：00

会　場　帝京大学ീԦ子キャンパス

　　　　帝京大学૯合ത物館

　　　　（ॅ所）東京౎ീԦ子市大௩ �5�

　　　 �˞対面とオンラインのハイブリッド開催

ग़　੮　【対面】

　　　　国ؘ࢜　ઐम大学　拓殖大学

　　　　中ԝ大学　帝京大学　東ւ大学

　　　　日本大学　໌੕学ԓ　立教学院

　　　　ૣҴా大学　ݹມୡ࿠　谷本फੜ

　　　　ᐻൽਸ਼थ　

　　　　【オンライン】

　　　　͓஡のਫঁ子大学　ਆಸ川大学

　　　　國學院大學　॔ಙ大学

　　　　ঁ子ඒज़大学　大東文化大学

　　　　玉川大学　東洋大学

学園ࢁ԰市立大学　南ݹ໊　　　　

　　　　日本्ҩੜ໋Պ学大学　日本大学

　　　　法政大学　෢ଂ໺ඒज़大学

学院　立教学院　খ川ઍ୅子࣏໌　　　　

　　　　ྛ৻Ұ࿠　

　　　　（西日本部会）

　　　　大阪大学　近畿大学　۽本大学

　　　　西南学院　കՖ学園

　　　　෢ݿ川ঁ子大学

全国大学史資料協議会東日本部会
研究会記録
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会　堀越峰之氏　࢘

　　　　（帝京大学૯合ത物館　学ܳһ）

講　演　�「コロナՒでの帝京大学૯合ത物館

の活動」堀越峰之氏（帝京大学૯合

ത物館　学ܳһ）

　　　　�「帝京大学に͓͚る大学史ࢿྉの活

༻と公開～اը展「帝京大学創基

�0 年記念－帝京ことは͡め－

SI/$E1��1�帝京঎ۀ学校の物ޠ」

を中৺に～」ాߕಞ࿠氏（帝京大学

૯合ത物館　学ܳһ）

見学会　ا�ը展「帝京大学創基 �0 年記念　

－帝京ことは͡め－ SI/$E1��1　

帝京঎ۀ学校の物ޠ」

࣭ٙԠ౴

〔概要〕

　ඪ記の研究会が会場参加とオンライン参加

とのハイブリッド式にて開催された。

　講演では、まず堀越氏より「コロナՒでの

帝京大学૯合ത物館の活動」と題し͝報告い

たͩいた。「�つのར༻者」（市ຽ、学ੜ、教

һ）に͚޲てఏڙɾൃ ৴を行って͖た同館が、

コロナՒにあって大学ത物館はࣾ会に対しԿ

をՌたせるか、コロナՒでത物館はແྗか－

にこたえる΂くこのؒ೗Կに໛ࡧして͖たの

か、またコミュχケーγϣンの場としてのത

物館とい͏఺から೗Կに今後が展望で͖るの

か౳͓࿩しいたͩいた。࣍にాߕ氏より「帝

京大学に͓͚る大学史ࢿྉの活༻と公開」と

題し͝報告いたͩいた。開催中の「帝京大学

創 基 �0 年 記 念 － 帝 京 こ と は ͡ め －

SI/$E1��1�帝京঎ۀ学校の物ޠ」展をؚΉ、

積みॏͶてこられたاը展の開催経験、その

実際を౿まえ、اը展の実施が、ௐ ɾࠪ研究、

ऩूɾอ؅、公開ɾ教ҭをਐめる最大のػ会

となっているࢫがड़΂られた。

　この後、ాߕ氏ղઆによる見学会が行われ

た。࣭ٙԠ౴では、コロナՒに͓͚るདྷ館者

の内༁、「創基」とい͏༻ޠ、学内のアーΧ

イブζとの࿈ܞ、「創基 100 年」に͚޲ての

同館の活動༧ఆなͲが࿩題となった。

（今Ҫ঵子）

ୈ 1�� ճશ国大学史ࢿྉ協ٞ会東日本部会

研究会記࿥

日　�0　࣌�� 年 �݄ �1日（໦）

　　　　14：00～ 16：00

会　場　�法政大学市ケ谷キャンパス九段北校

舎 �֊会ٞࣨ

　　　　（ॅ所）東京౎ઍ୅ా۠九段北����5

　　　˞対面とオンラインのハイブリッド開催

ग़　੮　【対面】

　　　　͓஡のਫঁ子大学　ਆಸ川大学

　　　　॔ಙ大学　্ஐ大学　ઐम大学

　　　　大東文化大学　多ຎඒज़大学

　　　　中ԝ大学　東ւ大学　東洋大学

　　　　拓殖大学　日本大学　法政大学

　　　　෢ଂ໺ඒज़大学　໌࣏学院大学

ມୡ࿠ݹ　大学　立教学院࣏໌　　　　

　　　　ُ谷ಞ史　܊ݹ৴޾　ྛ৻Ұ࿠

　　　　খদम　ᐻൽਸ਼थ　Լؒ大ี
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　　　　【オンライン】

　　　　関東学院大学　國學院大學

　　　　玉川大学　帝京大学　東邦大学

　　　　東洋学園大学　獨協大学

　　　　喜好可南子

　　　　（西日本部会）

　　　　大阪公立大学　近畿大学

講　演　（14：00～ 15：00）

　　　　長谷部茂氏

　　　　�「拓殖大学百年史編纂のあゆみ�

－ロードマップはあったのか－」

見学会　（15：15～ 16：00）

　　　　HOSEI ミュージアム

〔概要〕

　本研究会は、法政大学市ケ谷キャンパス九

段北校舎を会場に開催された。形式は新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、対面とオ

ンラインのハイブリッド形式で行われた。会

長校の挨拶の後、拓殖大学国際日本文化研究

所教授兼主幹の長谷部茂氏により「拓殖大学

百年史編纂のあゆみ－ロードマップはあった

のか－」と題した講演を頂いた。内容は、長

谷部氏が長年の実務経験に基づいたものであ

り、多岐に渡った。まず、拓殖大学の年史編

纂のあゆみと、あわせて刊行物の紹介、その

活動の意義が報告された。また課題として編

纂のためのロードマップはあったが、様々な

問題があり迷走したこと、なぜ迷走したかに

ついての報告もあわせて行われた。最後に積

み残しの課題と、今後の展望の紹介があり講

演が締めくくられた。その後、対面での参加

者は HOSEI ミュージアムへ移動し、常設展

と合わせて同館で開催中の法政大学沖縄文化

研究所創立 50周年記念「沖縄を知り、考え、

つながる」の見学会が実施された。

（堀越峰之）

ご 案 内

全国大学史資料協議会および同協議会
東日本部会に関するお問い合わせ、入
会申し込みは、下記へご連絡ください。

【明治大学史資料センター】

〒101-8301
　東京都千代田区神田駿河台1-1
　TEL：03（3296）4085
　MAIL：hismate@meiji.ac.jp
【専修大学大学史資料室】

〒102-8275
　東京都千代田区神田神保町3-8
　TEL：03（3265）5879
　MAIL：archives@acc.senshu-u.ac.jp

会 報 編 集

【大東文化大学　大東文化歴史資料館】
〒175-0083
　東京都板橋区徳丸2-19-10
　大東文化大学徳丸研究棟
　TEL：03（5399）7646




